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つ な ん じ か ん

正々堂々と闘い抜く

津南中学校で

行われた体育祭

蒼鯨海（そうかい）

豪猿炎（ごうえん）

今年も２つの軍が

ぶつかり合い

最後まで両軍の応援が

響き渡りました



3 広報 令和２年９月号

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。
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広報 4令和２年９月号

特 
集
Topic

　

苗
場
山
麓
の
夏
の
観
光
と
い
え
ば
「
沖
ノ
原

の
ヒ
マ
ワ
リ
」
で
あ
り
、
そ
の
１
ヶ
月
の
入
場

者
が
７
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
半
は
県

外
か
ら
の
観
光
客
で
す
が
、
沖
ノ
原
に
来
た
来

訪
者
が
ど
こ
へ
移
動
し
、
他
の
ど
こ
で
遊
ん
だ

の
か
不
詳
で
す
。
し
か
し
、
農
と
縄
文
の
体
験

実
習
館
な
じ
ょ
も
ん
で
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
な

じ
ょ
も
ん
の
前
後
に
沖
ノ
原
を
訪
れ
る
か
た
が

た
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
判
明
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
中
津
川
渓
谷
の
入
り
口

に
あ
る
旧
中
津
小
学
校
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
中
核
施
設
と
し
て
利
用

す
る
目
的
で
工
事
を
開
始
し
ま
し
た
。
工
事
に

は
文
化
庁
の
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
建
設
補
助

金
を
充
て
て
お
り
、
大
地
の
歴
史
＋
縄
文
文
化

＋
秋
山
民
俗
の
３
本
柱
で
構
成
さ
れ
た
収
蔵
展

示
機
能
を
持
つ
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

工
事
は
平
成
30
年
に
実
施
設
計
お
よ
び
給
食

棟
・
校
舎
内
装
の
解
体
、令
和
元
年
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
は
１

階
ホ
ー
ル
な
ど
の
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
は

令
和
７
年
前
半
期
ま
で
継
続
し
、
秋
季
に
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

　

年
度
別
の
工
事
計
画
お
よ
び
今
年
度
の
詳
し

い
工
事
内
容
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

中
核
エ
リ
ア
の
整
備
計
画
案

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

基本設計
実施設計
給食棟・
内装解体

EV 棟設置 1 階校舎棟
整備

2 階校舎棟
整備

体育館棟
整備

校舎棟
展示

体育館棟
展示 開館

■年度別スケジュール

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

実施協議 議会→
　入札

議会→
　契約

コンクリート工事 左官工事 内装工事 内装仕上げ 金属工事
検査

電気工事・機械設備工事

展示協議

■今年度のスケジュール



5 広報 令和２年９月号

　

中
津
川
渓
谷
に
伴
う
秋
山
観
光
を
想
定
し
た

場
合
、
沖
ノ
原
―
旧
中
津
小
学
校
―
見
玉
集
落

を
結
ぶ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
が
入
り
口
中
核
エ
リ

ア
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
教
育
委

員
会
で
は
、
多
く
の
地
元
住
民
の
皆
様
か
ら
地

域
資
源
の
素
晴
ら
し
さ
を
拝
聴
し
、
そ
れ
ら
の

「
保
存
」
と
「
活
用
」
の
両
輪
を
模
索
し
、
夢

の
計
画
を
ポ
ン
チ
絵
と
し
て
描
き
、
議
論
の
叩

き
台
と
し
て
提
示
し
ま
し
た
。

　

石
坂
の
お
堂
か
ら
百
合
窪
村
跡
を
経
由
し
、

龍
辰
峰
か
ら
穴
藤
の
峰
、
そ
し
て
穴
藤
集
落
へ

下
り
、
見
玉
不
動
尊
ま
で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
き

る
散
策
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
見
玉
公
園
か

ら
観
察
で
き
る
「
石
落
し
の
大
岩
壁
」
の
河
床

か
ら
の
高
さ
は
、
東
京
タ
ワ
ー
と
ほ
ぼ
同
じ
約

３
０
０
ｍ
を
測
り
、
そ
の
岩
肌
は
約
30
万
年
前

に
苗
場
火
山
か
ら
流
れ
下
っ
た
溶
岩
の
断
面
で

す
。
そ
の
溶
岩
は
当
時
の
沖
ノ
原
扇
状
地
を
覆

う
よ
う
に
流
れ
止
ま
り
、
現
在
の
妙
法
牧
場
や

天
上
原
な
ど
の
緩
い
起
伏
丘
を
形
成
し
ま
し
た
。

ブ
ナ
原
生
林
に
降
り
積
も
っ
た
雪
が
解
け
、
苗

場
溶
岩
層
の
ク
ラ
ッ
ク
や
空
洞
に
雪
解
け
水
が

溜
ま
り
、
約
40
年
か
け
て
龍
ヶ
窪
な
ど
の
湧
水

地
に
湧
き
出
る
由
緒
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で

す
。
ま
た
、
太
田
新
田
は
大
崩
壊
地
形
で
あ
り
、

池
田
の
池
の
奧
に
は
巨
石
群
が
重
な
り
合
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
崩
落
し
た
土
石
流
の
う
ち
、
ダ

ム
ア
ッ
プ
し
た
自
然
湖
が
決
壊
し
た
際
に
運
び

き
れ
な
か
っ
た
巨
石
だ
け
が
残
っ
た
状
態
で
す
。

中
世
に
お
い
て
修
験
者
が
、
そ
の
よ
う
な
土
地

を
探
し
、
修
行
の
場
と
し
、
見
玉
不
動
尊
付
近

に
は
天
台
宗
の
伽
藍
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

歴
史
資
料
か
ら
判
明
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

巨
石
が
散
ら
ば
る
景
観
が
宗
教
的
景
観
と
し
て

選
択
さ
れ
、
地
域
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
現
在

ま
で
信
心
さ
れ
て
い
ま
す
。
見
玉
不
動
尊
の
七

つ
の
滝
を
下
る
冷
風
を
、
江
戸
時
代
の
文
人
・

鈴
木
牧
之
も
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
見
玉
不

動
尊
―
見
玉
公
園
―
池
田
の
池
を
囲
む
森
林
で

は
、
環
境
教
育
や
防
災
教
育
が
で
き
る
資
源
が

豊
富
に
点
在
す
る
「
自
然
環
境
学
習
の
森
」
と

し
て
の
価
値
を
見
い
だ
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

石
坂
集
落
近
傍
の
中
津
川
は
、
古
く
は
水
遊
び

場
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
将
来
的
に
安
全
管

理
整
備
を
進
め
、
現
代
的
な
川
遊
び
場
と
し
て

機
能
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
地
域
資
源
を
教
育
観
光
資
源
と
し
て

認
識
し
、
時
間
を
か
け
て
計
画
的
に
整
備
す
る

こ
と
で
、
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
入
り
口
中

核
エ
リ
ア
と
し
て
機
能
し
ま
す
。
沖
ノ
原
の
ヒ

マ
ワ
リ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
１
日
ま
た
は
１

泊
２
日
、
さ
ら
に
は
長
期
滞
在
し
て
苗
場
山
麓

を
探
訪
で
き
る
よ
う
に
、
点
と
点
を
結
び
線
と

し
、
線
と
線
を
結
線
し
て
ス
テ
ー
ジ
を
創
り
あ

げ
る
見
通
し
の
あ
る
計
画
を
た
て
、
地
域
の
か

た
が
た
と
相
談
し
な
が
ら
実
現
す
る
努
力
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

見玉の巨石群

中津川の生物を観察する体験（なじょもん）

特 集 苗場山麓ジオパーク



広報 6令和２年９月号

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
「
自
然
資
源
・
文
化
資
源
保
護
憲
章
」

　

苗
場
山
麓
の
主
峰
で
あ
る
苗
場
山
を
、
深
田

久
弥
は
日
本
百
名
山
に
数
え
、そ
の
山
容
を
「
鯨

の
背
の
よ
う
に
」
と
形
容
し
、
田
中
澄
江
は
鈴

木
牧
之
が
感
動
し
た
お
花
畑
を
『
花
の
百
名
山
』

に
数
え
ま
し
た
。
ま
た
、
苗
場
山
に
近
接
す
る

佐
武
流
山
は
、
林
野
庁
が
「
佐
武
流
山
周
辺
生

態
系
保
護
地
域
」
に
定
め
、
そ
の
自
然
が
原
生

的
な
状
態
で
残
っ
て
い
る
地
域
で
あ
り
、
第
２

の
白
神
山
地
（
世
界
遺
産
）
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
山
容
が
苗
場
山
と
対
称
的
な

鳥
甲
山
は
、
串
田
孫
一
郎
が
「
道
の
な
い
山
へ

の
あ
こ
が
れ
」
と
し
て
雄
峰
の
素
晴
ら
し
さ
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
豊
か
な
自
然
環
境
が
残
さ
れ
て
い
る

の
が
苗
場
山
麓
の
特
徴
で
す
。
苗
場
山
系
は
火

山
活
動
と
関
わ
り
、
悠
久
の
時
間
の
中
で
地
殻

変
動
や
雪
崩
で
崩
壊
し
、
地
形
を
大
き
く
変
え
、

現
在
の
秋
山
郷
が
位
置
す
る
中
津
川
渓
谷
を

形
成
し
ま
し
た
。
そ
の
Ｖ
字
渓
谷
に
残
る
風
穴

周
辺
は
、
崩
壊
が
生
じ
た
時
代
の
古
い
生
態
環

境
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
植
物
の
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
で
す
。
す
な
わ
ち
、
北
海
道
な
ど
寒

い
地
域
に
生
息
し
て
い
る
北
方
系
植
物
が
、
苗

場
山
麓
で
は
風
穴
周
辺
に
の
み
生
息
し
て
い
ま

す
。
エ
ゾ
ス
グ
リ
や
エ
ゾ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ボ
ク
が

そ
の
例
で
、
北
海
道
で
は
普
通
に
見
ら
れ
ま
す

が
、
苗
場
山
麓
で
は
、
結
東
や
見
倉
、
切
明
な

ど
の
風
穴
周
辺
で
し
か
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
豪
雪
地
帯
の
山
棲
み
生
活
で
は
、
マ
タ
ギ

文
化
の
残
影
や
ア
ン
ギ
ン
衣
の
製
作
技
術
、
渋

さ
ら
し
を
伴
う
ト
チ
ノ
ミ
の
粉
食
習
俗
な
ど
が

残
さ
れ
、「
生
き
た
野
外
民
俗
博
物
館
」
と
称

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
ジ
オ
＋
エ
コ
＋
カ
ル

チ
ャ
ー
の
三
要
素
で
構
成
さ
れ
て
い
る
地
域
資

源
で
す
。
ユ
ネ
ス
コ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ
の
三

要
素
で
構
成
さ
れ
る
地
域
資
源
を
保
全
管
理
し
、

持
続
的
な
地
域
振
興
に
繋
げ
る
新
し
い
価
値
を

見
つ
け
る
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
振
興
協
議
会

は
、
こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
（
自
然
資
源
）
と

そ
れ
を
背
景
に
育
ま
れ
た
雪
国
文
化
（
文
化
資

源
）
の
価
値
を
共
有
・
共
創
し
、
未
来
の
宝
物

を
大
切
に
す
る
た
め
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て「
自

然
資
源
・
文
化
資
源
保
護
憲
章
」
を
定
め
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０



7 広報 令和２年９月号

介護サービスの利用の仕方
　　　　知っていますか？

　介護保険は、介護を必要とする高齢者を社会全体で支え合い、老後の不安を軽減するための制

度です。この制度は、40 歳以上のかたから納めていただく介護保険料と公費を財源に運営されて

います。

　介護サービスでは、寝たきりや認知症等で常に介護を必要とする要介護状態や、家事や身支度

などの日常生活に支援が必要である要支援状態になった場合に、介護の必要度合いに応じた介護
サービスを受けることができます。

　そこで、今回は介護サービスの利用の仕方ついてご紹介します。

 生活のなかで、自分自身や家族に支援や介護が必要と感じたときは、
 地域包括支援センターや介護保険担当窓口までご相談ください。

介護サービスの利用の仕方

【お問い合わせ】　地域包括支援センター　TEL 765-5455
　　　　　　　　福 祉 保 健 課 保 険 班　TEL 765-3114

　介護サービスを利用するためには、はじめに町に申請し、要

介護認定を受ける必要があります。

　申請が出されたら、認定調査を行います。認定調査では町の

調査員がご自宅などを訪問し、心身の状況を利用者本人やご家

族から聞き取ります。また、医学的知見から、主治医（かかり

つけ医）の意見書を作成してもらう必要があります。（町から直接依頼します。）

　介護度の判定は、これらを資料として、保健・福祉・医療の学識経験者で構成される「介護認

定審査会」において、どのくらいの介護が必要か審査され決まります。

　町から結果が通知されたら、居宅介護支援事業者、もしくは地域包括支援センターにケアプラ

ンを作成してもらいます。サービスの利用計画書であるケアプランは、ケアマネージャーが利用

者本人、家族などと一緒にサービス内容を相談して作成します。ケアプランができたら、ケアプ

ランに基づいた居宅サービスや施設サービスを利用します。
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KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO
 KO

KU
HO
 K
OK
UH
O 
KO

KU
HO 

LETTER■
支
給
対
象
者

　
（
次
の
１
か
ら
４
の
全
て
に
該
当
す
る
か
た
）

１
．
国
民
健
康
保
険
制
度
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
加
入
者

２
．
勤
め
先
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い

る
か
た
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
ま
た
は
発
熱
等
の
症
状
が
あ
り
感
染
が

疑
わ
れ
る
か
た

３
．
感
染
ま
た
は
感
染
の
疑
い
に
よ
り
、
そ
の
療

養
の
た
め
に
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
そ
の
期
間
が
３
日
間
を
超
え
る
か
た

４
．
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
に
対
す
る
給

与
の
支
払
い
を
受
け
ら
れ
な
い
か
た
（
期

間
中
に
給
与
の
一
部
の
支
払
い
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
で
、
そ
の
給
与
の
額

が
傷
病
手
当
金
の
額
よ
り
も
少
な
い
場
合

は
、
そ
の
差
額
を
支
給
し
ま
す
。）

■
対
象
期
間　

令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
で
、
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
（
た
だ

し
、
入
院
が
継
続
す
る
場
合
等
は
最
長
１
年

６
か
月
間
ま
で
）

■
手
続
き
・
申
請
場
所　

対
象
に
該
当
す
る
か
た
は
、
所
定
の
申
請
書

（
４
枚
。
本
人
が
記
入
す
る
だ
け
で
な
く
、

勤
め
先
、
療
養
に
か
か
っ
た
医
療
機
関
か
ら

も
記
入
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
）
を
、

津
南
町
役
場
福
祉
保
健
課
保
険
班
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
後
期
高
齢
者
広
域
連
合

　

℡
０
２
５
‐
２
８
５
‐
３
２
２
２

　

ま
た
は

　

福
祉
保
健
課
保
険
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

■
減
免
対
象
と
な
る
世
帯
（
ま
た
は
人
）

　

※
次
の
要
件
（
１
ま
た
は
２
）
を
満
た
す
か
た

【
国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
】

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
、
ま
た
は
重

篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯
（
ま
た
は
人
）

２
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収
入
、

不
動
産
収
入
、山
林
収
入
、給
与
収
入
（
以

下
、「
事
業
収
入
等
」）
の
減
少
が
見
込
ま

れ
、
次
の
⑴
～
⑶
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

世
帯
（
ま
た
は
人
）

⑴
主
た
る
生
計
維
持
者
の
令
和
２
年
の
事
業
収

入
等
の
い
ず
れ
か
が
、
前
年
（
令
和
元
年
）

に
比
べ
て
３
割
以
上
減
少
す
る
見
込
み
で
あ

る
こ
と

⑵
主
た
る
生
計
維
持
者
の
前
年
（
令
和
元
年
）

の
合
計
所
得
額
が
１
，
０
０
０
万
円
以
下
で

あ
る
こ
と

⑶
主
た
る
生
計
維
持
者
の
減
少
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
事
業
収
入
等
に
係
る
所
得
以
外

の
前
年
（
令
和
元
年
）
所
得
額
の
合
計
が

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

　

な
お
、
上
記
項
目
１
、２
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
世
帯
は
、
減
免
額
の
大
き
い
も
の
を

適
用
す
る
。

【
介
護
保
険
料
】

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
、
ま
た
は
重

篤
な
傷
病
を
負
っ
た
第
１
号
被
保
険
者 

２
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収
入
、

不
動
産
収
入
、山
林
収
入
、給
与
収
入
（
以

下
、「
事
業
収
入
等
」）
の
減
少
が
見
込
ま

れ
、
次
の
⑴
及
び
⑵
に
該
当
す
る
第
１
号

被
保
険
者

⑴
主
た
る
生
計
維
持
者
の
令
和
２
年
の
事
業
収

入
等
の
い
ず
れ
か
が
、
前
年
（
令
和
元
年
）

に
比
べ
て
３
割
以
上
減
少
す
る
見
込
み
で
あ

る
こ
と

⑵
主
た
る
生
計
維
持
者
の
減
少
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
事
業
収
入
等
に
係
る
所
得
以
外

の
前
年
（
令
和
元
年
）
所
得
額
の
合
計
が

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

■
減
免
対
象
と
な
る
期
間

【
国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
】

・
令
和
元
年
度
（
平
成
31
年
度
）
分
及
び
令
和

２
年
度
分
の
保
険
料
で
あ
っ
て
、
令
和
２
年

２
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
の
納
期
限
の
も
の 

※
加
入
手
続
が
遅
れ
た
た
め
、
令
和
２
年
１
月

以
前
分
の
納
期
限
が
令
和
２
年
２
月
以
降
に

設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
１
月
以
前
分
の

減
免
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
介
護
保
険
料
】

・
令
和
元
年
度
（
平
成
31
年
度
）
分
及
び
令
和

２
年
度
分
の
保
険
料
で
あ
っ
て
、
令
和
２
年

２
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
の
納
期
限
の
も
の
（
年
金
天
引
き
の
場
合

は
、
対
象
年
金
給
付
の
支
払
日
が
こ
の
間
の

も
の
）

※
申
請
時
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
来
庁
さ
れ

る
場
合
は
事
前
に
下
記
の
連
絡
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課
税
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

申
請
に
つ
い
て
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た

か
た
の
保
険
料
の
減
免
を

行
っ
て
い
ま
す

国

だ
よ
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
等
を
対
象
と
し
た

傷
病
手
当
金
の
適
用
期
間
を

延
長
し
ま
す
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地域連携センター長
（診療部長）

角
かく

道
どう

　祐
ゆう

一
いち

県立十日町病院

ごあいさつ
　皆様はじめまして。地域連携センターの角道と申します。
　十日町病院では、地域医療との連携を密にし、患者様が安心して病院の医療を受け
ていただけるように、平成 15 年４月から地域連携室を設置しています。この度、新病
院開院にあたり地域連携セ

・ ・ ・ ・

ンターと名前が変わり、院内でも独立した組織となりました。
　妻有地域の医療を支える窓口として皆様のお役に立ちたいと思います。
　「地域」のための開かれた「連携センター」となれるよう、スタッフ一同新たな気
持ちで頑張ります。お気付きの点等ございましたら、何なりとお寄せください。

１）患者さんが外来・入院の区別なくより良い医療・福祉・介護を
　　困らずに受けられるよう支援する部門です。

①他の医療機関からの紹介（逆紹介）を受け付けます。

②医療に関する相談を専任の相談員と看護師が対応します。

③退院後の生活が安心して送れるよう、退院支援、退院調整を行います。

④他の医療機関、保険・福祉機関と患者さんとの結びつきをお手伝いします。

⑤各種の申請業務（介護保険、身体障害者手帳など）を

　お手伝いします。

２）入院ベッドの調整を行います。
入院中の患者さんには地域包括ケア病棟へ病棟移動をお願いすることがあります。

地域包括ケア病棟は、一般病棟での病気やけがの治療を経過し、病状が安定した患者さ

んに対して、「在宅復帰（自宅退院）や居宅系施設（介護施設）入所に向けて医療支援

をおこなう」ための病棟です。主治医をはじめ病棟看護師、リハビリスタッフ、在宅復

帰支援担当者（退院支援看護師・医療相談員など）が連携して、患者さんやご家族の意

向を確認しながら、在宅復帰に向けて準備します。

このように、入院ベッドの調整をすることで、地域の救急対応（急性期の入院対応）が

スムーズになります。

＊初めて受診されるときから、診療が終了するときまでの
　　　　　　　　　　　　　　　どの時点でもお気軽にご相談ください。

【お問い合わせ先】
地域連携センター　
☎ 757-5566（代表）です。
お気軽にお問合せ・ご連絡ください。

地域連携センターは、



いきいき
大好き
津南町

広報 10令和２年９月号

こ
こ
ろ
の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を

　

新
潟
県
で
は
９
月
10
日
か
ら
の
「
自
殺
予
防

週
間
」
を
１
か
月
に
拡
大
し
、
９
月
を
「
新

潟
県
自
殺
対
策
推
進
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

新
潟
県
に
お
け
る
平
成
30
年
の
自
殺
者
数
は

４
３
５
人
で
す
。
人
口
10
万
人
あ
た
り
の
自
殺

に
よ
る
死
亡
率
は

19.5
（
全
国

16.1
）
と
、
全
国
水

準
よ
り
も
高
い
値
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

十
日
町
・
津
南
地
域
は
県
内
で
も
自
殺
者
の

割
合
が
高
く
、
自
殺
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
津
南
町
の
自
殺
死
亡
率
は
そ
の
年
に

よ
り
ば
ら
つ
き
は
あ
り
ま
す
が
ほ
ぼ
横
ば
い
で

推
移
し
て
い
ま
す
。

◆
こ
こ
ろ
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
ら

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
仕
事

や
日
常
生
活
に
影
響
が
で
て
い
る
か
た
も
い
る

と
思
い
ま
す
。
最
近
よ
く
眠
れ
な
い
、
食
事
が

美
味
し
く
感
じ
な
い
、
何
を
す
る
に
も
お
っ
く

う
、
気
持
ち
が
落
ち
込
む
な
ど
、
こ
こ
ろ
の
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
時
は
、
次
の

こ
と
に
気
を
付
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
毎
日
の
生
活
リ
ズ
ム
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

②
情
報
の
集
め
す
ぎ
は
ス
ト
レ
ス
に
な
り
ま
す
。

③
心
配
事
や
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
書
き

出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
「
こ
こ
ろ
の
モ
ヤ
モ

ヤ
」
を
言
葉
に
す
る
と
気
持
ち
が
少
し
楽
に

な
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

④
友
人
や
親
族
な
ど
と
の
会
話
で
気
持
ち
を
伝

え
て
み
ま
し
ょ
う
。
電
話
や
チ
ャ
ッ
ト
な
ど

を
利
用
す
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　

つ
ら
い
時
は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
誰
か
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◆
周
り
の
人
の
変
化
に
気
づ
い
た
ら

　

発
言
や
体
調
の
変
化
は
こ
こ
ろ
の
悩
み
や
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
が
発
す
る
周

り
へ
の
サ
イ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。
「
あ
れ
？
い

つ
も
と
様
子
が
違
う
な
。
大
丈
夫
か
な
？
」
と

周
り
の
人
の
変
化
に
気
づ
い
た
と
き
は
次
の
よ

う
に
接
し
ま
し
ょ
う
。

　

「
あ
な
た
の
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
」
と
い

う
気
持
ち
を
伝
え
る

　

悩
み
ご
と
は
な
か
な
か
自
分
か
ら
打
ち
明
け

に
く
い
た
め
、
ち
ょ
っ
と
し
た
声
か
け
が
そ
の

人
に
話
す
き
っ
か
け
を
与
え
ま
す
。
こ
こ
ろ
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン
を
見
つ
け
た
ら
、
「
大
丈

夫
？
疲
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」
な
ど
声
を

か
け
ま
し
ょ
う
。

　

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
耳
を
傾
け
る

　

相
手
の
話
や
考
え
を
否
定
せ
ず
耳
を
傾
け
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
話
を
聞
い
た
後
は
、
「
話

を
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
大
変
だ
っ
た

ね
。
」
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
を
促
す

　

本
人
の
意
思
を
尊
重
し
た
う
え
で
適
切
な
支

援
に
つ
な
ぐ
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
の
病
気
や
社
会
・
経
済
的
な
問
題
等
を

抱
え
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
公
的
相
談
機
関
、

医
療
機
関
な
ど
の
専
門
家
へ
の
相
談
に
つ
な
げ

ま
し
ょ
う
。

　

専
門
家
に
つ
な
い
だ
後
も
、
変
わ
ら
ず
見

守
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
で
相
手
は
安

心
し
ま
す
。
身
体
や
こ
こ
ろ
の
健
康
状
態
に
つ

い
て
自
然
な
雰

囲
気
で
声
を
か

け
て
、
寄
り
添

い
、
見
守
り
ま

し
ょ
う
。

９
月
は「
新
潟
県
自
殺
対
策
推
進
月
間
」

こ
ん
な
と
き
は

　
　
　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
「
眠
れ
な
い
」「
食
欲
が
な
い
」

　
「
悩
み
を
聞
い
て
ほ
し
い
」
な
ど

◆
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

℡
０
１
２
０
‐
７
８
３
‐
５
５
６

毎
月
10
日
午
前
８
時
～
翌
日
（
11
日
）

午
前
８
時
ま
で
の
24
時
間

死
に
た
い
・
死
の
う
と
思
っ
て
い
る

な
ど
。

ま
た
、
周
囲
に
こ
の
よ
う
な
人
が
い

る
時
な
ど
の
相
談

◆
新
潟
県
こ
こ
ろ
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐
７
８
３
‐
０
２
５

３
６
５
日
・
24
時
間
対
応

◆
中
越
地
域
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の

　

支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
２
５
８
‐
８
８
‐
０
０
７
０

平
日　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

◆
十
日
町
地
域
振
興
局　

健
康
福
祉
部

　

℡
７
５
７
‐
２
４
０
２

平
日　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

◆
津
南
町
役
場
福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

平
日　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

①
声
か
け

②
傾
　
聴

③
つ
な
ぐ

④
見
守
り

今月は
北村 知子

保健師
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1

3

2

運
動
の

　
　
　
ス
ス
メ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
外
出
が
少
な
く
な
り
、
運
動
す
る
機
会
が

減
っ
た
か
た
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
が
長
期
化
す
る
と
、
運
動
不
足
に
よ
る

身
体
機
能
の
衰
え
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

身
体
機
能
の
衰
え
か
ら
自
立
度
の
低
下
や
寝

た
き
り
状
態
と
な
り
、
健
康
で
過
ご
せ
る
期
間

が
短
く
な
り
ま
す
。

　

近
年
、
健
康
寿
命
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に

し
ま
す
。
健
康
寿
命
と
は
、
健
康
上
の
問
題
が

な
い
状
態
で
日
常
生
活
を
送
れ
る
期
間
の
こ
と

で
す
。
誰
も
が
最
期
ま
で
、
健
康
で
い
き
い
き

と
し
た
生
活
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、
骨
や
筋
肉
に

適
正
な
負
荷
が
か
か
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

骨
や
筋
肉
の
量
の
ピ
ー
ク
は
お
よ
そ
20
～
30

代
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
骨
や
筋
肉
は
適
度

な
運
動
や
生
活
活
動
で
刺
激
を
与
え
、
適
切
な

栄
養
を
摂
る
こ
と
で
、
強
く
丈
夫
に
維
持
さ
れ

ま
す
。
弱
っ
た
骨
や
筋
肉
で
は
、
40
代
50
代
で

身
体
の
衰
え
を
感
じ
や
す
く
な
り
、
60
代
以
降
、

思
う
よ
う
に
動
け
な
い
身
体
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
す
き
ま
時
間
を
活
用
し
た
屋

内
運
動
を
紹
介
し
ま
す
。

その場膝
ひざ

上げウォーク

椅子・横曲げ腹筋

椅子・膝
ひざ

上げ腹筋

【基本姿勢】
・足を肩幅に開く。
・背筋を伸ばし、お腹をへこませる。

【基本動作】※1秒に1歩のテンポ

・太ももが床と水平になるくらい膝を
高く上げる「その場ウォーク（足踏
み）」を60秒行う。

・腕を大きく振る。

【基本姿勢】
・両足を合わせ浅く座る。
・両手は椅子の横をつかむ。
・上体は少し後ろに倒し、
　お腹に力を込める。

【基本動作】
・ゆっくりと膝を高く上げ、
　ゆっくり戻す。

【基本姿勢】
・足を肩幅より広く開き、椅子に浅く

座る。
・背筋を伸ばし、お腹に力を込めてへ

こませる。

【基本動作】
・上体をできるだけ深く、真横にゆっ

くり倒す。
・ゆっくり元に戻す。

背筋を伸ばした状態
で真横に深く倒す。

背中を少しだけ丸め、腰をそら
さないようにする。

余裕があれば、膝をあげるとき
に上体を左右にねじり、左膝と
右手、右膝と左手を軽くつける。

9月は健康増進普及月間です。
1に運動　2に食事　しっかり禁煙

最後にクスリ

POINT!

POINT!

POINT!

余裕があれば
ペットボトルを
もって行う

い～ち、
に～い…と
ゆっくりの
ペースで

できるだけ
膝を高く上げる
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現在

現在 未来

到達点
ありたい姿からの逆算
（バックキャスティング）

現状から積み上げる
（フォアキャスティング）

●住民が津南の現状や将来を考え、議論できる恒常的な場をつくる
●住民に、地区の活動や学校行事、現状の課題などに関する情報の
　発信を丁寧に行う
●住民や団体のバラバラな活動をつなげて、相乗効果を出す仕組み
 　をつくる

□津南未来会議の継続と発展

□町の広報紙や学校だより、園だよりの活用
□まちなかオープンスペースの開設

□情報を共有するための新しい媒体の検討
□観光地域づくり法人（DMO）の設立
□統一したコンセプトに基づくブランディング

活動基盤の変革を先行すべき

民産官
への提言

津南未来会議

町　　長

●多様な主体が参画する
　話し合いの場の継続

プラット
フォーム

●行政や民間の情報の共有化と
　情報発信の一元化
●地域サロン・交流拠点の整備
●公民連携による
　「観光地域づくり法人」の設立

提言を受けて、
「観光地域づくり法人」の具体化を指示

公民連携による新しい法人組織のあり方を検討

「観光地域づくり法人設立検討委員会」

●農業・観光・商工業・移住・教育などへの
　新規事業化提案（事業シード）

公募した49名の検討委員による「津南のあるべき
姿」への議論2019年5月～9月で、５回の検討会

　

昨
年
、
日
本
一
生
き
生
き
と
し
た
津
南
を
目

指
そ
う
！
と
い
う
町
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
始

ま
っ
た
津
南
未
来
会
議
。
ま
ず
は
津
南
の
あ
る

べ
き
姿
を
話
し
合
い
、
そ
れ
に
対
し
て
津
南
の

現
状
と
そ
の
奥
底
に
横
た
わ
る
課
題
を
掘
り
下

げ
、
そ
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
具
体
的
な

活
動
に
つ
い
て
話
し
合
う
と
い
う
手
順（
図
１
）

で
進
め
ま
し
た
。

　

大
変
熱
心
な
議
論
が
行
わ
れ
、
豊
か
で
生
き

生
き
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
強
い
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
津
南
の
現
状
や
将
来
を
考
え
る
機

会
、
話
し
合
う
場
が
な
い
と
い
っ
た
意
見
や
、

課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
具
体
的
な
活
動
と
し

て
図
２
の
よ
う
な
も
の
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

津
南
町
で
は
住
民
の
平
場
の
議
論
の
場
を

経
て
、「
津
南
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
議
論
し
提

言
を
行
い
ま
し
た
。
提
言
を
受
け
、
町
で
は
、

よ
り
具
体
的
に
法
人
組
織
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
た
め
、
図
３
の
よ
う
な
流
れ
で
設
立
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
今
年
度
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。

行
政
と
民
間
が
連
携
し
た

　
地
域
づ
く
り
の
基
盤
を
作
る

⽇
本
⼀
⽣
き
⽣
き
と
し
た
津
南
を
め
ざ
し
て

活
動
の
基
盤
と
な
る
組
織（
法
人
）の

　
　
　
　
設
立
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
室
だ
よ
り

図１　バックキャスティング法とフォアキャスティング法

図 2　話し合われた具体的な活動案

図 3　法人の設置検討を行うまでの流れ

観
光
地
域
づ
く
り
と
は
？

　
地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
に
、
住
⺠
の
誇
り
で

あ
る
⾃
然
環
境
、
歴
史
伝
統
⽂
化
、
街
並
み
な
ど

を
徹
底
的
に
活
か
し
た
よ
そ
と
の
交
流
（
こ
れ
を

観
光
と
い
う
）
を
も
っ
と
活
発
に
し
て
農
林
業
、

⼩
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
地
域
の
⽣
業
を
⼀
層

元
気
に
す
る
と
と
も
に
あ
ら
た
な
事
業
を
興
す
こ

と
を
考
え
る
こ
と
で
す
。
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【
検
討
事
項
】

・
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
の
あ
り
方

・
検
討
委
員
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

津
南
町
の
魅
力
あ
る
大
地
や
自
然
、
文
化
、

生
業
な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か
す
こ
と
で
、
よ

そ
と
の
交
流
を
活
発
に
し
て
、
津
南
の
農
業
や

商
工
な
ど
の
生
業
を
活
性
化
す
る
。
そ
し
て
子

ど
も
た
ち
や
お
年
寄
り
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
す

る
。
と
い
っ
た
津
南
未
来
会
議
で
出
さ
れ
た
提

言
の
趣
旨
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
室
が
５
月
に
こ
れ
か
ら
の

観
光
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
ま
と
め
た
「
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
観
光
地
域
づ
く
り
に
関

【
検
討
事
項
】

・
観
光
協
会
と
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
相
違
に
つ
い
て

・
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
内
容
の
検
討

　

第
一
回
目
の
会
議
で
は
、
既
存
の
観
光
協
会

と
の
違
い
に
つ
い
て
質
問
が
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
事
務
局
で
は
津
南
町
に
お
け
る
、
観
光
協

会
と
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
相
似
（
似
て
い
る
部
分
、
そ
う

で
な
い
部
分
）
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
た
と

え
ば
、
設
立
の
目
的
に
つ
い
て
は
図
４
に
示
す

と
お
り
似
通
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
図
５
の
具
体
的
な
事
業
内
容
に
つ

い
て
は
一
部
同
じ
よ
う
な
機
能
は
あ
る
も
の

の
、
D
M
O
が
担
う
事
業
の
大
半
は
現
在
観

光
協
会
が
行
っ
て
い
な
い
分
野
の
事
業
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

D
M
O
推
進
室
と
し
て
は
、
D
M
O
の
立
ち

上
げ
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
る
段
階
で
す
が
、

一
部
、
推
進
室
と
し
て
も
行
え
る
「
平
場
の
議

論
の
場
」
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
９
月
26
日
に

「
中
等
教
育
学
校
の
存
続
」
を
テ
ー
マ
に
津
南
未

来
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
の
振
興
や
観
光
分
野
と
の
連
携

を
考
え
る
津
南
未
来
会
議
も
今
後
、
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
室

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

す
る
提
案
」
に
つ
い
て
も
検
討
委
員
の
皆
さ
ん

へ
説
明
を
し
ま
し
た
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
を
受
け
て
今
ま
で
以
上
に
旅
行
者
の

意
識
が
か
わ
る
こ
と
、「
旅
行
」
と
い
う
も
の

が
今
ま
で
以
上
に
贅
沢
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら

れ
る
こ
と
な
ど
を
共
有
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

提
言
書
・
提
案
に
つ
い
て
は
Ｈ
Ｐ
に
て
公
開
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
あ
り
方
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
全
国
の

一
般
的
な
Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人
の
業
務
例
を
挙
げ
な
が

ら
、
津
南
町
版
と
し
て
の
法
人
設
立
の
目
的
、

主
要
業
務
、
運
営
体
制
、
法
人
の
形
態
な
ど
を

今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
委

員
か
ら
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
何
を
す
る
組
織
な
の

か
、
津
南
町
観
光
協
会
と
の
違
い
に
つ
い
て
な

ど
の
質
問
、活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回 

設
立
検
討
委
員
会

８
月
７
日
㈮
開
催

第
二
回 

設
立
検
討
委
員
会

８
月
26
日
㈬
開
催

図４　法人の目的について

図 5　事業内容の比較について

観光地域づくり法人設立検討員会　検討委員
津南町副町長 ( 座長 ) 根津　和博

津南町農業協同組合長 宮澤　嘉孝
津南町商工会長 島田　　繁

津南町森林組合長 涌井九八郎
津南町観光協会長 樋口　　明

三箇地区都会との交流を進める会 恩田　　稔
津南未来会議メンバー 島田　福徳
津南未来会議メンバー デイブ・パドック
津南未来会議メンバー 福原　　香
津南未来会議メンバー 山岸　麗好

アドバイザ－ フジノケン
事務局 観光地域づくり課 DMO 推進室

〈 目 的 〉 〈 目 的 〉
　第2条　協会は、観光事業の発
展と観光客の誘致を図るため、情
報の受発信を行い、地域の産業経
済・文化の発展に寄与すると共
に、近隣市町村との連携を図りな
がら、郷土の自然を活かした快適
な観光地づくりを目指すことを
目的とする。

津南町観光協会規約より

　津南の大地や自然、文化、生業な
どの地域資源を生かすことで、よ
そとの交流を活発にして、津南の
農業や商工などの生業を、そして
子どもたちやお年寄りを元気にす
る。そんな津南の未来のために観
光を活用して持続可能な地域づく
りにつなげる（＝観光地域づくり）
のが、「つなん型ツーリズム」です。

津南町観光協会

観光客
　　　　　　　▼　主な対象者　

観光客、ふるさと納税者、津南ファン移住希望者
　　　　　　　　　　▼　主な対象者　

観光案内業務

平場の議論の場づくり
総合的な会議、テーマ別ワーキンググループなど

地域ブランドの形成
マーケティング、コンセプトに基づく情報発信など

つなん型ツーリズムを体現する

滞在交流プログラムの創出
ジオパークの観光活用、滞在プログラム開発支援など

町外在住者との関係を育む

ワンストップ窓口の提供
観光、移住、ふるさと納税など 情報発信業務

イベント
（ひまわり広場、雪まつりなど）

観光地域づくり法人（DMO）

津南町観光協会観光地域づくり法人（DMO）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
禍
に
お
い

て
、
自
治
会
が
活
動
を
安
心
か
つ
継
続
的
に
実

施
す
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
対
策
と
し
て
必
要
と
な
る
消
耗
品
、

備
品
等
の
購
入
及
び
公
民
館
施
設
の
軽
微
な
改

修
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
助
成
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
経
費

①
必
要
な
資
器
材
の
購
入

（
例
：
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
消

毒
液
、
体
温
計
、
テ
ン
ト
ほ
か
）

②
必
要
な
施
設
の
改
修

（
例
：
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
空
調
設
備
の
改
修
ほ
か
）

■
助
成
限
度
額

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
に

出
生
し
た
新
生
児
の
世
帯
に
対
し
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

令
和
２
年
４
月
28
日
～
令
和
３
年
３
月
31
日

　

に
出
生
し
た
新
生
児
の
い
る
世
帯

■
支
給
額　

新
生
児
一
人
あ
た
り　

10
万
円

■
申
請
方
法

　

９
月
17
日
ま
で
の
間
に
出
生
届
を
提
出
し
、

支
給
要
件
を
満
た
す
世
帯
へ
は
案
内
等
を
郵
送

　

感
染
拡
大
に
よ
り
帰
省
を
自
粛
す
る
な
ど
親

元
を
離
れ
て
生
活
す
る
津
南
町
出
身
学
生
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
、
希
望
者
に
対
し
て
地
域

の
特
産
品
を
活
用
し
た
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
を
送

付
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
学
生

①
日
本
国
内
か
つ
津
南
町
外
在
住
の
学
生

②
申
請
時
に
津
南
町
外
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

③
学
生
の
保
護
者
が
、
町
内
に
居
住
し
て
い
る

こ
と

■
応
援
物
資

　

対
象
者
一
人
あ
た
り
「
ふ
る
さ
と
ギ
フ
ト
カ

タ
ロ
グ 

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｎ
ひ
ま
わ
り
百
選
」
一
冊

を
送
付
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

給
付
対
象
者
本
人
ま
た
は
保
護
者
が
、
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
に
は
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明

　

津
南
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に
全
力
で
取
り
組
む
と

と
も
に
、
新
し
い
生
活
様
式
に
適
応
し
た
感
染
症
に
強
い
社
会
環
境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
給
付
金
事
業
な
ど
の
ほ
か
町
有
施
設
等
の
感

染
症
対
策
の
た
め
の
改
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

津
南
町
で
実
施
す
る
事
業
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

自
治
会
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　

感
染
症
対
策
支
援
事
業

申
請
が

　
　
必
要
で
す

新
生
児
特
別
定
額
給
付
金
事
業

津
南
町
学
生
応
援

　
　
　
　

特
産
品
給
付
事
業

　

ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
の
導
入
に
よ
り
作
業
の

効
率
化
及
び
接
触
機
会
を
削
減
す
る
た
め
、
農

業
法
人
等
が
導
入
す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
等

の
導
入
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
経
費

　

ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
等
（
機
械
化
一
貫
体
系

　

含
む
）
の
導
入
費
用

■
助
成
限
度
額　

対
象
経
費
の
10
％

■
そ
の
他

　

申
請
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
想

定
さ
れ
ま
す
の
で
、
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
等
の

導
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
か
た
は
担
当
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

農
林
振
興
課　

農
林
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

　

農
産
物
の
直
接
販
売
等
に
取
り
組
む
農
林

業
者
等
に
、
継
続
的
な
事
業
継
続
を
可
能
と

す
る
た
め
、
商
品
等
の
運
送
費
・
送
料
を
助

成
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
加
速
化
事
業

６
次
産
業
化
継
続
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連

津
南
町
の
対
策
と
支
援

次
の
金
額
を
上
限
に
各
集
落
に
助
成
し
ま
す
。

①
均
等
割　

一
集
落
あ
た
り　

10
万
円

②
世
帯
数
割　

５
千
円
×
世
帯
数

■
そ
の
他

　

申
請
書
な
ど
を
含
め
、
事
業
に
関
す
る
詳
細

は
10
月
中
旬
に
全
集
落
へ
通
知
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

し
ま
す
。

　

９
月
18
日
以
後
に
出
生
届
を
提
出
し
、
支
給

要
件
を
満
た
す
世
帯
へ
は
福
祉
保
健
課
窓
口
に

て
申
請
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　

申
請
書
に
必
要
事
項
等
を
記
入
の
う
え
、
郵

送
ま
た
は
福
祉
保
健
課
窓
口
に
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

書
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

９
月
23
日
㈬
～
12
月
18
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

子
育
て
教
育
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
８
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生
活
や
社
会
経
済
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て

い
る
町
民
の
か
た
及
び
町
内
事
業
者
を
支
援
す

る
た
め
、
第
２
弾
の
プ
レ
ミ
ア
ム
津
南
町
共
通

商
品
券
を
配
布
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
お
け
る
子
育
て
負
担
や
収

入
減
少
等
に
よ
る
経
済
的
不
安
を
軽
減
す
る
た

め
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者　

　

高
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
の
い
る
ひ
と
り

親
世
帯

■
支
給
額

　

①
一
世
帯
あ
た
り　

３
万
円

　

②
子
ど
も
一
人
あ
た
り　

１
万
円

■
支
給
方
法

　

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
口
座
へ
振
り
込
み

ま
す
。
口
座
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
変
更

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
の
世
帯
で
あ
っ
て
津
南
町
の
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
対
象
で
な
い
か
た
は
申
請
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
に
つ
い
て
は
、

担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

感
染
症
対
策
に
よ
り
負
担
が
増
え
て
い
る

重
度
心
身
障
害
者
に
対
し
て
見
舞
金
を
支
給

し
ま
す
。

■
対
象
者

　

津
南
町
重
度
心
身
障
害
者
見
舞
金
支
給
対
象
者

■
支
給
額　

一
人
あ
た
り　

２
万
円

■
支
給
方
法

　

重
度
心
身
障
害
者
見
舞
金
の
支
給
口
座
へ
振

り
込
み
ま
す
。
口
座
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、

変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

感
染
症
対
策
に
よ
り
在
宅
で
の
介
護
負
担
が

増
え
て
い
る
介
護
者
に
対
し
て
手
当
を
支
給
し

ま
す
。

■
対
象
者

　

津
南
町
在
宅
介
護
手
当
支
給
対
象
者

■
支
給
額　

一
人
あ
た
り　

２
万
円

■
支
給
方
法

　

在
宅
介
護
手
当
の
支
給
口
座
へ
振
り
込
み

ま
す
。
口
座
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
変
更

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

福
祉
保
健
課　

保
険
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

感
染
拡
大
に
よ
り
休
業
や
交
替
勤
務
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
事
業
者
に
対
し
、
従
業
員
の

雇
用
の
継
続
だ
け
で
な
く
、
従
業
員
の
資
質
向

上
の
た
め
、
事
業
者
が
他
の
町
内
事
業
所
を
講

師
と
し
て
従
業
員
向
け
に
実
施
す
る
研
修
会
等

に
係
る
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
経
費

　

事
業
者
が
従
業
員
向
け
に
実
施
す
る
研
修
会

等
の
開
催
費
ま
た
は
受
講
費

■
助
成
限
度
額

　

一
事
業
者
あ
た
り　

50
万
円

■
そ
の
他

　

申
請
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
担
当
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課　

商
工
観
光
班

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
に
よ
り
、
新
し
い
生
活
様
式
に
合
う
住
宅

環
境
の
整
備
等
の
た
め
、
住
宅
改
修
費
を
助

成
し
ま
す
。

■
対
象
者

・
津
南
町
町
民
で
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
か
た

・
補
助
を
受
け
る
住
宅
に
居
住
す
る
か
た

■
対
象
工
事

　

住
宅
の
修
繕
、
改
築
、
増
築
、
模
様
替
え
、

　

施
設
改
善
な
ど
の
工
事

■
補
助
金
額

　

工
事
金
額
の
20
％
（
上
限
10
万
円
）

■
そ
の
他

　

申
請
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
担
当
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

建
設
課　

土
木
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

原
則
申
請
不
要
で

対
象
者
へ
給
付
し
ま
す

プ
レ
ミ
ア
ム
津
南
町

　

 

共
通
商
品
券
事
業
（
第
２
弾
）

ひ
と
り
親
家
庭
生
活

　
　
　
　

支
援
給
付
金
事
業

重
度
心
身
障
害
者

　
　
　
　

特
別
見
舞
金
事
業

在
宅
介
護
者
特
別
支
援
手
当
事
業

中
小
企
業
研
修
支
援
事
業

住
宅
改
修
事
業

■
対
象
者

　

津
南
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
か
た

■
配
布
数
及
び
方
法

　

町
民
一
人
あ
た
り
５
千
円
分
（
５
０
０
円
券

×
10
枚
）
の
商
品
券
を
各
世
帯
主
あ
て
に
簡
易

書
留
で
10
月
以
降
配
布
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

企
画
財
政
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

■
対
象
者

　

前
年
と
比
較
し
て
売
上
が
50
％
以
上
減
少
し

　

た
月
が
あ
る
農
林
業
者
等

■
助
成
限
度
額

　

商
品
等
の
運
送
費
・
送
料
の
１
／
２

■
そ
の
他

　

申
請
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
担
当
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

農
林
振
興
課　

農
林
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

新型コロナウイルス感染症関連  津南町の対策と支援
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「
愛
の
協
力
運
動
」

新
潟
県
保
護
観
察
協
会
会
費

長
岡
労
働
相
談
所

「
出
張
労
働
相
談
会
」

子
ど
も
の
入
院
費
無
償
化
が

は
じ
ま
り
ま
す

令
和
３
年
度 

保
育
園
入
所
受
付

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

　

７
月
を
強
調
月
間
と
し
て
行
わ
れ
た
法
務
省

主
唱
の
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟
並
び
に

「
愛
の
協
力
運
動
」
新
潟
県
保
護
観
察
協
会
会

費
募
集
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

「
会
費
」
は
、
８
月
末
日
現
在
、

　

５
１
０
，
０
４
２
円
で
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
拠
出
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
浄
財

は
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
づ
く
り
に
広
く

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　
「
退
職
を
認
め
て
く
れ
な
い
」、「
パ
ワ
ハ
ラ

を
受
け
て
悩
ん
で
い
る
」
な
ど
の
労
働
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
事
に
労
働
相
談
所
職
員
が

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
予
約
不

要
で
す
。
ま
た
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

10
月
28
日
㈬　

正
午
～
午
後
３
時

■
会
場

　

津
南
町
役
場　

３
階　

第
２
委
員
会
室

　

10
月
１
日
か
ら
子
ど
も
の
入
院
診
療
の
保
険

適
用
分
に
つ
い
て
無
償
に
な
り
ま
す
。

（
入
院
時
の
食
事
代
等
は
対
象
外
で
す
）

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
に
は
受
給
者
証
を

ご
提
示
く
だ
さ
い
。
県
外
で
受
診
し
た
場
合
は

一
度
窓
口
で
お
支
払
い
い
た
だ
き
、
後
日
領
収

書
を
ご
持
参
の
う
え
償
還
払
い
の
手
続
き
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
し
い
受
給
者
証
は
９
月
下
旬
の
発

送
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で

（
子
ど
も
医
療
費
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
、

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
受
給
者
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

保
険
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

来
年
度
の
保
育
園
入
所
申
し
込
み
の
受
付

を
行
い
ま
す
。
入
所
を
希
望
す
る
か
た
は
、

教
育
委
員
会
子
育
て
教
育
班
ま
た
は
各
保
育

園
か
ら
申
込
用
紙
等
を
受
け
取
り
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

10
月
１
日
㈭
～
10
月
20
日
㈫

※
次
年
度
の
保
育
士
配
置
及
び
予
算
編
成
の
関

　

係
上
、
受
付
期
間
が
こ
の
時
期
と
な
り
ま
す

　

が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
保
育
園
の
定
員
等

・
下
表
の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
、
入
所
対
象

児
童
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
で

の
満
年
齢
で
す
。

・
乳
児
保
育
は
８
ヶ
月
以
上
１
歳
未
満
児
が
対

象
で
す
。

・
定
員
を
超
え
た
場
合
は
入
所
選
考
が
あ
り

ま
す
。

■
年
度
途
中
入
所
に
つ
い
て

　

出
産
予
定
で
令
和
３
年
度
途
中
に
就
職
復
帰

等
が
決
ま
っ
て
い
る
な
ど
、
途
中
入
所
を
希
望

す
る
か
た
に
つ
い
て
も
、
必
ず
受
付
期
間
内
に

申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
近
年
３
歳
未
満
児
の
入
所
が
急
増
し
て
お

り
、
令
和
３
年
度
中
の
３
歳
未
満
児
に
つ
い

て
の
途
中
入
所
は
保
育
士
の
配
置
が
決
定
し

て
い
る
関
係
（
未
満
児
に
つ
い
て
は
多
く
の

保
育
士
が
つ
く
た
め
）
に
よ
り
、
保
育
園
に

入
所
で
き
な
い
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
の

で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

■
入
園
の
基
準
・
手
続
き
に
つ
い
て

　

入
園
の
基
準
や
手
続
き
な
ど
、
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
入
所
申
込
書
に
同
封
す
る
文
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

子
育
て
教
育
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
８

く
ら
し

相
　
談

子
育
て

施設名・（所在地）・定員

ひ
ま
わ
り
保
育
園
（
大
割
野
）　　

120
人

北
部
保
育
園
（
十
二
ノ
木
）　　
　

70
人

上
郷
保
育
園
（
上
郷
逆
巻
）　　
　

60
人

わ
か
ば
保
育
園
（
谷
内
）　　
　
　

60
人

こ
ば
と
保
育
園
（
正
面
）　　
　
　

70
人

入所対
象児童

全
就
学
前
児
童
（
０
歳
～
５
歳
）

保育料

父
母
の
所
得
に
応
じ
た
税
合
算
額
等
に

よ
り
決
定

給食

あ
り
（
３
歳
以
上
児
は
主
食
持
参
）
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「
第
64
回
津
南
町
美
術
展
」

作
品
大
募
集
！

津
南
町
成
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
参
加
者
募
集

　

第
64
回
津
南
町
美
術
展
を
開
催
し
ま
す
。
町

内
の
美
術
愛
好
家
の
皆
さ
ん
、
日
ご
ろ
の
創
作

活
動
の
成
果
を
お
披
露
目
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
開
催
期
間

　

10
月
27
日
㈫
～
11
月
８
日
㈰

■
会
場

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー

■
募
集
作
品

　

水
墨
画
・
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
品
・
書
道
・

写
真
・
手
芸
・
折
り
紙
・
絵
手
紙
等
、
日
ご

ろ
創
作
し
て
い
る
美
術
作
品
な
ら
何
で
も
結

構
で
す
。

■
出
品
資
格

　

町
内
在
住
も
し
く
は
町
内
に
お
勤
め
の
か
た

な
ら
ど
な
た
で
も
出
品
で
き
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

お
電
話
も
し
く
は
直
接
文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
お
申
し
込
み
の
際
に
は
、
氏
名
（
団
体
名
）・

　

住
所
・
連
絡
先
・
作
品
分
野
・
出
品
数
を
お

　

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

10
月
20
日
㈫

■
そ
の
他

　

作
品
搬
入
時
期
や
展
示
場
所
等
の
詳
細
は
、

申
込
者
の
か
た
に
後
日
連
絡
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
の
広
さ
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
出
品
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
公
民
館
（
津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

　

現
在
は
多
忙
な
ど
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
通
じ
て
体
力
づ
く
り
や
地
域
の
仲

間
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
チ
ー
ム
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
地
域
の
人
と
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
も
感
じ
ら
れ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
で
す
。

■
日
程　

11
月
１
日
㈰

■
開
会
式　

午
前
８
時
30
分

■
会
場　

総
合
セ
ン
タ
ー
・
津
南
中
学
校

■
編
成

　

集
落
単
位
を
原
則
と
し
ま
す
。

　

地
区
公
民
館
単
位
で
も
可
能
で
す
。

■
資
格　

町
内
在
住
で
満
18
歳
以
上
の
か
た

■
表
彰　

３
位
ま
で
賞
状
を
授
与
し
ま
す
。

■
参
加
費　

１
チ
ー
ム　

５
０
０
円

■
申
込
期
限　

10
月
19
日
㈪
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ

　

詳
細
な
内
容
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
込
み

を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
総
合
セ
ン
タ
ー
（
℡

７
６
５
‐
５
７
７
６
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
労
働
委
員
会
の
委
員
に

よ
る
労
働
ト
ラ
ブ
ル
休
日
相
談
会

無
料
調
停
相
談

「
解
決
の
ト
ビ
ラ
を
開
け
よ
う
！
」

　

労
使
関
係
に
豊
富
な
知
識
や
経
験
が
あ
る
労

働
委
員
会
の
委
員
が
、
労
働
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩

み
の
労
働
者
、
事
業
主
の
か
た
か
ら
の
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。

■
日
時
・
会
場

　

10
月
10
日
㈯

　

長
岡
市
中
央
公
民
館
（
長
岡
市
幸
町
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

10
月
11
日
㈰

　

新
潟
県
庁
（
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
内
容　

解
雇
、
賃
金
未
払
い
、
退
職
金
、
パ

ワ
ハ
ラ　

な
ど
の
労
使
ト
ラ
ブ
ル

■
相
談
料　

無
料

■
お
申
し
込
み
先

　

県
労
働
委
員
会
事
務
局
総
務
課

　

℡
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
５
４
４

※
各
会
場
と
も
に
３
日
前
の
午
後
５
時
ま
で
に

　

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

借
金
、近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、不
動
産
、交
通
事
故
、

相
続
、
離
婚
、
家
庭
内
ト
ラ
ブ
ル
等
々
、
民
事
、

家
事
調
停
委
員
が
無
料
で
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

10
月
20
日
㈫

　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

■
場
所

　

サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
（
本
町
６
の
１
丁
目
）

※
電
話
で
予
約
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い

　
（
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
が
予
約
優
先
で
す
）

■
お
申
し
込
み
先

　

十
日
町
地
区
調
停
協
会
（
宮
沢
事
務
所
内
）

　

℡
７
５
８
‐
３
３
３
２

■
受
付
期
間

　

10
月
12
日
㈪
～
10
月
19
日
㈪

　
（
土
曜
・
日
曜
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で

■
主
催

　

公
益
財
団
法
人　

日
本
調
停
協
会
連
合
会

　

十
日
町
地
区
調
停
会

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
地
区
調
停
協
会　

会
長　

宮
沢
幸
子

　

℡
０
９
０
‐
３
５
２
９
‐
８
２
５
１

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
長
岡
労
働
相
談
所

　

℡
０
２
５
８
‐
３
７
‐
６
１
１
０

　
（
労
働
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

募
　
集

Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
加
盟
店
募
集

　

Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
落
ち
込

ん
だ
旅
行
需
要
を
喚
起
す
る
た
め
、
宿
泊
及
び

日
帰
り
旅
行
代
金
の
最
大
５
割
を
国
が
補
助
す

る
観
光
支
援
で
す
。
補
助
額
の
内
訳
は
、
旅
行
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津南病院の外来診療の受付

〇
中
止

　

例
年
10
月
上
旬　

き
の
こ
鑑
別
講
習
会

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
食
品
衛
生
協
会

　

℡
７
５
７
‐
０
８
８
５

〇
12
月
へ
延
期
（
日
時
未
定
）

　

10
月
８
日
㈭　

特
設
人
権
相
談

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、次
の
行
事
が

中
止
及
び
延
期
と
な
り
ま
し
た

新型コロナウイルス感染症に関連した
法務大臣メッセージ

　新型コロナウイルス感染症に関連して、感染者・濃厚接触者、医療従事者等に対する誤解や
偏見に基づく差別は決してあってはなりません。
　法務大臣メッセージ（注）は、YouTube 法務省チャンネル（https://youtu.be/RYS00qCxo-0）
をご覧ください。
　法務省の人権擁護機関では、新型コロナウイルス感染症に関する不当な差別、偏見、いじめ
等の被害に遭ったかたからの人権相談を受け付けています。困ったときは、一人で悩まず、私
たちに相談してください。
（注）法務大臣メッセージによれば、人と人との接触を８割削減するとされているところ、現在の状況とは異なっております。

　津南病院では、次のとおり外来診療の受付を行っていますのでご確認をお願いします。
①診療の受付時間は「午前８時～ 11 時 30 分」です。
②熱のあるかたや、風邪症状のあるかたは、月曜日から金曜日の午後に診察を行います。
　受付時間は「午後１時～２時」です。事前にお電話でご連絡ください。
③工藤医師の眼科外来は「午前 11 時」で受付終了となります。
④眼科の「コンタクト外来」は金曜日に行っています。
　（受付は午前 11 時までとなっております。）
⑤予約の変更は、平日の午後、予約日の２日前までにご連絡ください。
⑥緊急に診察が必要な場合は、来院前にご連絡ください。
⑦休診等の場合は、広報無線でお知らせします。

■お問い合わせ　町立津南病院　℡ 765-3161

代
金
35
％
に
当
た
る
部
分
は
旅
行
商
品
の
割
引

を
行
い
、
15
％
に
当
た
る
部
分
は
旅
行
先
の
登

録
加
盟
店
で
幅
広
く
利
用
で
き
る
「
地
域
共
通

ク
ー
ポ
ン
」
を
発
行
し
、
観
光
地
全
体
の
消
費

を
促
し
ま
す
。

■
地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
利
用
可
能
店
舗

　

土
産
物
店
・
飲
食
店
・
観
光
施
設
・

　

交
通
機
関
な
ど

■
地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
加
盟
店
の
登
録

　

利
用
可
能
店
舗
（
地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
加
盟

店
）
に
な
る
た
め
に
は
観
光
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
事
業
者
向
け
申
請
サ
イ

ト
）
よ
り
加
盟
店
登
録
が
必
要
で
す

■
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
事
務
局

　

℡
０
５
７
０
‐
０
１
７
‐
３
４
５

　

℡
０
３
‐
６
７
４
７
‐
３
９
８
６
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こ
ん
に
ち
は
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、観
光
協
会
所
属

Y
o
u
T
u
b
e
情
報
発
信
担
当
の
南
雲
一
人

で
す
。

　

夏
の
暑
い
時
期
も
少
し
だ
け
落
ち
着
き
、

稲
穂
が
垂
れ
下
が
り
、と
ん
ぼ
や
バ
ッ
タ
な
ど

秋
の
姿
も
見
え
隠
れ
す
る
時
期
に
な
っ
て
き

ま
し
た
ね
。

　

秋
の
収
穫
を
願
っ
て
津
南
町
各
地
で
夏
祭

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
自
粛
や
規
模
縮
小
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

僕
た
ち
家
族
の
生
活
の
様
子
が
中
心
の

Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル「
つ
な
す
み
チ
ャ

ン
ネ
ル
」で
も
、引
っ
越
し
た
先
で
あ
る「
赤
沢
ま

つ
り
」の
様
子
を
公
開
し
ま
し
た
。規
模
縮
小

開
催
で
例
年
行
わ
れ
て
い
る
天
狗
や
神
輿
は

行
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、そ
れ
で
も
カ
サ
ボ
コ

含
め
神
社
の
飾
り
付
け
や
花
火
、神
事
を
執
り

行
い
、厳
し
い
状
況
の
中
で
も
開
催
し
た
お
祭

り
の
様
子
を
映
像
で
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
協
力
隊
と
支
援
員
の
定
例
会
で
、

地
域
に
よ
っ
て
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
考
え
方
に

差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、ま
ず
は
各

地
域
の
考
え
方
を
知
る
為
に
も
協
力
隊
と

支
援
員
、そ
の
世
話
人
等
が
集
ま
り
話
し
合

う「
意
見
交
換
会
」が
実
施
さ
れ
、参
加
し
て

参
り
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
聴
き
な
が
ら
、地
域
の
皆
さ
ん
の
先
の
見

え
な
い
不
安
な
気
持
ち
は
、ど
う
し
て
も
実
際

問
題
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
苦
渋
の
決
断
で
、今
年
は
全
て
の
お

祭
り
事
や
伝
統
行
事
を
と
り
行
わ
な
い
と
し

て
も
、今
ま
で
継
承
し
て
き
た
こ
と
や
、大
切

に
し
て
い
る
想
い
は
語
り
継
い
で
い
っ
て
ほ
し

い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

例
年
の
様
子
を
思
い
出
し
、周
り
の
人
と
少

し
話
を
す
る
だ
け
で
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
勢
の
人
が
集
ま
ら
な
く
て
も
、で
き
る
範

囲
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、こ
れ
ま
で
の
歴

史
や
経
緯
過
程
や
、そ
れ
に
ま
つ
わ
る
想
い
を
、

大
人
で
も
子
ど
も
で
も
少
し
で
も
話
題
に
出

れ
ば
、そ
の
行
事
の
継
承
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

　

普
段
は
話
さ
な
く
て
も
こ
の
お
祭
り
シ
ー

ズ
ン
だ
か
ら
、こ
れ
か
ら
本
格
的
に
収
穫
を
迎

え
る
こ
の
季
節
だ
か
ら
、改
め
て
話
題
に
し
て

み
る
の
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

日
本
古
来
か
ら
続
く
予
祝
の
文
化
を
大
切

に
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

農
業
の

知
識

豆

■お問い合わせ　農林振興課農林班　TEL765-3115

　

農
業
廃
棄
物
と
は
、
農
業
生
産
活
動
に
伴
っ

て
排
出
さ
れ
た
産
業
廃
棄
物
の
こ
と
で
、
使

用
済
み
の
農
業
用
マ
ル
チ
シ
ー
ト
や
肥
料
袋
、

育
苗
箱
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
農
業
廃
棄
物
は
、

「
廃
棄
物
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
り
農
業
者
自
ら
の
責
任
で
適
正
に
処
理
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

津
南
町
で
は
、
決
め
ら
れ
た
日
時
で
沖
ノ

原
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
て
農
業
廃
棄
物
の

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
適
正
な
処
理
で
は
な
い「
不
法
投
棄
」

や
「
不
法
な
埋
め
立
て
」、
猛
毒
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
が
発
生
し
や
す
い
「
野
焼
き
」
な
ど
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
絶
対
に
行

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中

で
、
適
正
に
処
理
さ
れ
た
農
業
廃
棄
物
は
、

サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
（
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
回

収
・
利
用
）
や
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
（
素

材
化
・
材
料
化
）
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

い
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
に
は
、
分
別
が
大
切
で
す
。
次

の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
ビ
ニ
ー
ル
類
・
ポ
リ
等
の
種
別
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

分
け
ま
し
ょ
う
。

・
泥
や
ご
み
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

・
金
属
、
石
な
ど
が
混
入
し
な
い
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　

  

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
つ
づ
ら
折
り
ま
た
は
丸
め
る
な
ど
で

　
　
　

  　

20
㎏
以
内
に
束
ね
ま
し
ょ
う
。

農
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理

～
み
ん
な
で
集
め
て
リ
サ
イ
ク
ル
～

農業廃棄物持ち込み日 延期のお知らせ
堆肥センターの計量機が故障したことに伴い、

以下のとおり持ち込み日を延期させていただきます。

持ち込み日〈変更前〉 持ち込み日〈変更後〉

９月 20 日

後日お知らせいたします
10 月４日

10 月 18 日（塩ビ類のみ）

11 月８日
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ニック・ブランド 作　　いしだみき 訳
マイクロマガジン社

『スマホをひろったにわとりは』

　ニワトリの「ポップコーン」はスマホを拾った
ことにより、現実の友達よりもスマホを優先する
ようになっていき……
　スマホが当たりまえの現代っ子たちにおすす
めの一冊です。

※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『緊急解説！ 2020年上半期ニュース丸わかり80』  

……………………………………………………………………………………毎
まい

日
にち

新
しん

聞
ぶん

社
しゃ

●『よけいなひと言を好かれるセリフに変える　
言いかえ図鑑』………………………………………サンマーク出

しゅっ

版
ぱん

●『冷凍＆冷蔵かしこい保存と作りおき350品』
 ………………………………………………………ワン・パブリッシング社
●『志村けん160の言葉』 ………………………………………青

せい

志
し

社
しゃ

●『ポーラスター４ フィデル出陣』 …………………海
かい

堂
どう

尊
たける

●『四畳半タイムマシンブルース』 …………森
もり

見
み

登
と

美
み

彦
ひこ

●『ハリネズミは月を見上げる』 …………あさのあつこ
●『テロリストの家』 ………………………………………………中

なか

山
やま

七
しち

里
り

【子どもの本】 
●『小さな町のでっかい笑顔』 …………………………文

ぶん

研
けん

出
しゅっ

版
ぱん

●『集めてわかるぬけがらのなぞ』
 …………………………………………………………………………少

しょう

年
ねん

写
しゃ

真
しん

新
しん

聞
ぶん

社
しゃ

●『お庭
にわ

番
ばん

デイズ　上・下』 …………………………………有
あり

沢
さわ

佳
か

映
え

●『ほねほねザウルス23』 ………カバヤ食
しょく

品
ひん

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

【絵本】 
●『３びきのくま』 …………………………………ポール・ガルドン
●『ようかいむらのどっきりハロウィン』
 …………………………………………………………………………たかいよしかず
●『おつきみパーティーまんまるまんまる』
 ………………………………………………………………………………すとうあさえ
●『わんわんバス』 ……………………………………きむらゆういち

　

日
が
沈
む
時
間
は
段
々
と
早
く
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、そ
れ
で
も
日
中
は
ま
だ
ま

だ
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。８
月
は
特

に
暑
か
っ
た
せ
い
か
、例
年
よ
り
稲
刈
り

の
時
期
が
早
ま
っ
た
か
た
も
い
る
よ
う
で

す
。特
に
今
年
は
マ
ス
ク
が
欠
か
せ
な
く

な
っ
て
い
て
、体
感
で
は
去
年
よ
り
何
倍

も
暑
い
よ
う
な
気
さ
え
し
て
き
ま
す
ね
。

　

し
か
し
暑
い
と
い
っ
て
も
暦
の
上
で
は

秋
に
な
り
ま
し
た
。一
般
的
に「
秋
の
夜

長
」と
い
わ
れ
る
時
期
は
今
頃
か
ら
立
冬

（
11
月
７
日
ご
ろ
）ま
で
で
す
の
で
、こ
れ

か
ら
は
夜
の
読
書
を
す
る
の
に
ぴ
っ
た
り

の
季
節
で
す
。

　

お
風
呂
に
入
っ
て
一
日
の
汗
を
流
し
終

え
た
ら
、寝
る
前
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
本
を
読

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

一
説
に
よ
る
と
就
寝
前
の
読
書
は
リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
な
ど
で
深
い
眠
り
に
つ
な

が
る
そ
う
で
す
。

　

ち
な
み
に
電
子
書
籍
だ
と
こ
の
効
果
は

得
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
。紙
の
本
を
お
持

ち
で
な
い
か
た
は
、町
の
図
書
室
に
借
り

に
来
て
み
る
と
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

お
探
し
の
本
や
リ
ク
エ
ス
ト
等
が
あ
る

場
合
に
は
お
気
軽
に
職
員
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

■
本
棚
の
位
置
を
調
整
し
、

　

本
を
探
し
や
す
く
し
ま
し
た
。

　

今
月
初
め
に
行
っ
た
蔵
書
点
検
に
あ
わ

せ
て
、一
部
の
本
棚
を
移
動
さ
せ
て
並
び

を
整
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、各
本
棚
に
は
ど
う
い
っ
た
内
容

の
本
が
置
か
れ
て
い
る
か
の
案
内
を
表
示

し
ま
し
た
の
で
、本
を
探
す
と
き
の
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
・
・
図
書
室
の
基
本
情
報
・
・
・

※
図
書
室
を
利
用
の
際
は
、「
マ
ス
ク
着

用
」、「
手
洗
い
う
が
い
」、「
長
時
間
利
用

の
回
避
」を
配
慮
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

「
入
室
者
記
入
用
紙
」を
記
入
の
う
え
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
室
時
間　

平　

日　

９
時
～
18
時

　
　
　
　
　
　

土
日
祝　

８
時
30
分
～
17
時

■
休
館
日　
　

９
月
28
日
㈪
、10
月
26
日
㈪

■
貸
出
冊
数　

１
人
に
つ
き
６
冊
ま
で

■
貸
出
期
間　

２
週
間
。予
約
が
な
い
場

合
に
限
り
２
週
間
延
長
可
能
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
本
の
確
認
・
予

約
が
行
え
ま
す
。「
津
南
町
公
民
館
図
書
室

W
e
b
O
P
A
C
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
に
は
パ
ス
ワ
ー
ド
設

定
が
必
要
で
す
。利
用
者
カ
ー
ド
作
成
時
に
設

定
し
て
い
な
い
か
た
は
、図
書
室
の
受
付
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

か
ら

広報ライブラリー
今月の１冊

９月 −長
な が

月
つ き

−

9月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

砂
丘

刈か

り
あ
と
の
田た

の
上う
え

に
羽は

根ね

を
光ひ
か

ら
せ
て

と
ん
ぼ
の
群む

れ
の
乱み
だ

れ
飛と

び
お
り	

北
村
ま
さ
子

暑あ
つ

い
日ひ

に
毛け

皮が
わ

に
包つ
つ

ま
れ
た
る
猫ね
こ

は

涼す
ず

し
い
場ば

所し
ょ

を
探さ
が

し
て
廻ま
わ

る	

小
島
香
代
子

夏な
つ

休や
す

み
の
ラ
ジ
オ
体た
い

操そ
う

に
参さ
ん

加か

し
て

子こ

ら
と
同お
な

じ
く
わ
れ
日に
っ

課か

と
な
る	

江
村
大
輔

作つ
く

り
置お

き
し
甘か
ん

藷し
ょ

の
蔓つ
る

の
き
ん
ぴ
ら
を

ぺ
ろ
り
と
平た
い

ら
げ
吾あ

娘こ

満ま
ん

足ぞ
く

す	
石
橋
寿
子

エ
ゴ
草ぐ
さ

を
三さ
ん

十じ
ゅ
っ

分ぷ
ん

練ね

り
続つ
づ

け
た
り

流な
が

れ
る
汗あ
せ

拭ふ

く
祭ま
つ

り
の
前ぜ
ん

夜や	

津
端
恵
子

毀こ
ぼ

た
れ
し
小ち
い

さ
き
家い
え

の
裏う
ら

側が
わ

に

南な
ん

天て
ん

一ひ
と

叢む
ら

残の
こ

さ
れ
て
あ
り	

貝
澤
圭
子

村む
ら

な
か
に
お
う
ち
カ
フ
ェ
で
き
約つ
づ
ま

や
か
に

「
ロ
べ
の
花は
な

」
と
い
う
看か
ん

板ば
ん

の
立た

つ	

関
谷
郁
子

焙ば
い

煎せ
ん

せ
る
コ
ー
ヒ
ー
の
香か

の
芳こ
う

ば
し
く

漂た
だ
よ

ふう

茶さ

店て
ん

に
蜩ひ
ぐ
ら
し

を
聞き

く	

恩
田
久
美
子

早さ

苗な
え

田だ

の
列れ
つ

よ
り
は
み
出だ

す
四よ
ん

株か
ぶ

を

吾わ
れ

は
直な
お

さ
ず
残の
こ

し
お
き
た
り
（
四
歳
孫
の
田
植
え
）	

丸
山
直
子

飛と

び
立た

ち
て
ま
た
留と

ま
り
く
る
つ
ゆ
草く
さ

の

し
ほお

か
ら
ト
ン
ボ
の
羽は

根ね

定さ
だ

ま
り
ぬ	

小
野
寺
恒
代

岩
す
げ
俳
句
会
（
八
月
）

一い
っ

匹ぴ
き

も
赦ゆ
る

さ
じ
と
妻つ
ま

蠅は
へ

叩た
た

く	

房
　
良

川か
は

ざ
ら
ひ
逃に

げ
場ば

知し

り
た
る
岩い
は

魚な

追お

ふ	

壽
　
子

水み
づ

差さ
し

の
氷こ
ほ
り

角か
ど

と
れ
浮う

き
あ
が
る	

れ
い
子

若わ
か

き
日ひ

を
語か
た

る
老ら
う

人じ
ん

夕ゆ
う

端は
し

居ゐ	

妙
　

消せ
う

毒ど
く

の
ド
ロ
ー
ン
光ひ
か

り
青あ
を

田た

原は
ら	

渡
　
舟

玉ぎ
ょ
く

音お
ん

を
聞き

い
た
あ
の
日ひ

も
暑あ
つ

か
っ
た	

芳
　
司

七た
な

夕ば
た

も
遠と
ほ

き
日ひ

と
な
り
偲し
の

ぶ
の
み	

冬
詩
子

燕つ
ば
め

の
子こ

き
っ
と
口く
ち

か
ら
裏う
ら

返が
へ

る	

緑
　

風ふ
う

鈴り
ん

や
話わ

題だ
い

は
コ
ロ
ナ
友と
も

と
お
茶ち
ゃ	

フ
ミ
子

ひ
ぐ
ら
し
や
赤あ
か

き
ト
マ
ト
と
白し
ろ

き
皿さ
ら	

守
　
人

廃は
い

屋を
く

の
庭に
は

の
先さ
き

よ
り
夏な
つ

蚕ご

臭し
う	

千
年
雄

長な
が

雨あ
め

の
止や

み
て
夕ゆ
う

陽ひ

は
柿か
き

の
木き

に

カ
ナ
カ
ナ
蝉ぜ
み

の
初は
つ

音ね

響ひ
び

か
す	

高
橋
春
枝

雨あ
め

の
な
き
猛も
う

暑し
ょ

に
耐た

ふう

る
山さ
ん

野や

草そ
う

根ね

強づ
よ

き
事こ
と

に
驚お
ど
ろ

き
見み

入い

る	

内
山
キ
ク

わ
が
送お
く

る
宅た
く

配は
い

便び
ん

に
時じ

季き

知し

る
と

都と

会か
い

に
住つ

め
る
子こ

ら
は
言い

い
た
り	

麻
績
初
恵

人ひ
と

を
避さ

け
郷き
ょ
う

土ど

を
捨す

て
し
恋こ
い

も
あ
り

我わ
れ

ら
は
村む
ら

に
住す

み
生い

き
ゆ
か
む	

滝
沢
勝
枝

十じ
ゅ
う

五ご

夜や

に
飾か
ざ

る
す
す
き
と
団だ
ん

子ご

の
上う
え

青あ
お

き
月げ
っ

光こ
う

と
ど
ま
り
て
を
り	

風
巻
京
子

魚う
お

偏へ
ん

の
鰆さ
わ
ら

鮗こ
の
し
ろ

鰍い
な
だ

あ
れ
ど

夏な
つ

の
魚う
お

な
き
は
少す
こ

し
寂さ
び

し
く	

鈴
木
綾
子

九く

蓋が
い

草そ
う

の
白し
ろ

き
穂ほ

少す
こ

し
ず
つ
伸の

ぶ
る

紫む
ら
さ
き

の
花は
な

と
や
が
て
な
る
べ
く	

萩
原
光
之

長
生
学
園

「
ま
だ
ビ
ー
ル
あ
る
の
」
と
嫁よ
め

が
聞き

き
く
れ
る

炎え
ん

暑し
ょ

の
日ひ

び々

に
休き
ゅ
う

肝か
ん

日び

無な

し	
中
村
武
子

わ
が
終つ
ひ

の
仕し

事ご
と

の
一
つ
と
考か
ん
が

へ
て

畑は
た

覆お
ほ

ふ
草く
さ

黙も
く

々も
く

と
取と

る	

島
田
眞
之

短 歌

俳 句
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議会コーナー
　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり100日運動
＜実施された行事＞
〔8月〕
	 23日	 県立十日町病院竣工式(議長)
	 24日	 議会運営委員会
	 26日	 町村議会広報研修会
	 	（広報特別委員）
	 26日	 新潟県後期高齢者医療広域連合
	 	 議会（広域連合議会議員）
	 28日	 一般質問〆切日
〔9月〕
	 1日	 国民健康保険運営協議会
	 	（副議長）
	 3日	 産建作況調査
	 	 (産業建設常任委員)

	 3日	 農業改良会議
	 	 (議長、産業建設常任委員長)
	 4日	 議会運営委員会
	 4日	 全員協議会
	 6日	 津南町殉難者慰霊祭（議長）
10日～17日	 令和２年第３回定例会

＜今後予定されている行事＞
〔9月〕
	 30日	 十日町地域広域事務組合議会
30日～10月1日	 県町村議会議長会議長会議（田上町）
〔10月〕
	 6日	 議会運営委員会
	 6日	 全員協議会

 6700日 藤ノ木キミ（堂平）
 6400日 中村チエ子（堂平）
 4000日 涌井れい子（十二ノ木）
 2900日 志賀春信（船山）
 2100日 久保田ナツ（小下里）
 2000日 髙橋昭子（船山）
 1800日 福原幸子（外丸）
 1500日 涌井直治（団野団地）
 1200日 若井早百合（穴山）
 1000日 島田ミサ（赤沢）
 500日 滝沢シゲ（赤沢）
 200日 桑原シズ（貝坂）
 100日 桑原　正（船山）
主な運動：健骨体操、ランニング、ポールウォーキング、テレビ体操、水中運動、ストレッチ他。

病
院
歳
時
記

　

離
婚
し
た
場
合
、お
二
人
の
婚
姻

期
間
中
の
厚
生
年
金
を
分
割
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
年
金
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

離
婚
後
二
年
以
内
に
手
続
を
行
っ

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
の
で
、お

早
め
に
六
日
町
年
金
事
務
所（
最
寄

り
の
年
金
事
務
所
）ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
年
金
分
割
の
方
法

①
合
意
分
割

・
お
二
人
か
ら
の
請
求
に
よ
り
、
年

金
を
分
割
で
き
ま
す
。

・
年
金
分
割
の
場
合
は
、
お
二
人
の

合
意
、
ま
た
は
、
裁
判
手
続
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

②
３
号
分
割

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
で
あ
る
専
業

主
婦
の
か
た
な
ど
、
国
民
年
金
第

３
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た
か
た
か

【
お
問
い
合
わ
せ
】

六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

ら
の
請
求
に
よ
り
、
年
金
を
分
割

で
き
ま
す
。

・
年
金
分
割
の
割
合
は
、
二
分
の
一

ず
つ
と
な
り
ま
す
。

・
平
成
20
年
４
月
以
降
の
第
３
号
被

保
険
者
期
間
中
の
報
酬
額
が
分
割

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
離
婚
時
の
年
金
分
割
の
イ
メ
ー
ジ

今
年
の
冬
の
感
染
対
策
に

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
」を

　
　
　
　
　
　

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

総
看
護
師
長
　
風
巻
真
理
子

　

日
本
感
染
症
学
会
か
ら
出
さ
れ
た
提
言
、「
今

冬
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
C
O
V
I
D
‐
19
に
備

え
て
」
で
す
が
、
そ
の
中
の
一
つ
に
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
」
が
強
く
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
医
療
関
係
者
・
高
齢
者
・
ハ
イ
リ
ス
ク

群
の
か
た
（
基
礎
疾
患
の
あ
る
か
た
）・
小
児
に

対
し
て
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
こ
と
が

な
い
か
た
で
該
当
す
る
か
た
は
、
ご
検
討
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

津
南
病
院
で
は
、
例
年
よ
り
早
め
の
対
応
を
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
３
密
と
な
ら
な
い
よ
う

に
一
日
の
接
種
患
者
数
を
少
な
く
設
定
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
10
月
５
日
号
の
広
報
に
掲
載
い
た

し
ま
す
。

　

基
本
は
、手
指
衛
生
（
手
洗
い
ま
た
は
ア
ル
コ
ー

ル
手
指
消
毒
）、
う
が
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
や
マ
ス

ク
の
着
用
、
部
屋
の
換
気
、
ご
自
分
と
ご
家
族
の

健
康
観
察
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
３
密

回
避
）
な
ど
で
す
。

　

今
年
の
冬
に
備
え
て
、
日
頃
か
ら
ご
家
庭
で
の

感
染
対
策
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

発
熱
や
風
邪
症
状
等
の
あ
る
か
た
は
、
ま
ず
お

電
話
で
受
診
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

例：サラリーマンの妻である専業主婦であったかたの場合（厚生年金）

夫

離婚前

分割

離婚後

⇒分割された年金額を支給

⇒分割された年金額を支給

⇒報酬額に応じた年金額を支給

⇒厚生年金は支給されず

妻

報酬額の記録

報酬額の記録なし

報酬額の記録

報酬額の記録

離
婚
時
の

　

年
金
分
割
制
度
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

年
金
コ
ー

   

ナ
ー
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津南町防災メールに
登録しよう！

［登録用メールアドレス］　reg-tsunan@tsunan.mail-mag.net

津南町に関する防災・気象情報の他、
火災・道路・クマの目撃情報等を
メールにて配信 !

　台風の時期になりました

■登録方法
QRコードを読み込むか
下記のメールアドレスへ空メールを送信。
※迷惑メール設定の指定受信アドレス
　info-tsunan@mail-mag.net

QRコード

●防災メールの例
実際に9月2日㈬に送付したものです。

　

T
a
p
で
は
初
心
者
向
け
の
書
き
つ
け
教
室

を
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
行
い
ま
す
。講
師
の
丁
寧

な
指
導
の
も
と
、自
分
の
名
前
を
書
く
練
習
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
主
に
初
心
者
の
か
た
が
対

象
で
す
。気
楽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
に
ち　

①
10
月
７
日
㈬

　
　
　
　
　

②
10
月
21
日
㈬

　
　
　
　
　

③
11
月
４
日
㈬

　
　
　
　
　

④
11
月
18
日
㈬

■
時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

■
会　

場　

総
合
セ
ン
タ
ー
職
業
指
導
室

■
参
加
費 

（
材
料
費
込
み
）

　

Ｔ
ａ
ｐ
会
員　

３
，５
０
０
円

　

非
会
員　
　
　

４
，０
０
０
円

■
定　

員　

10
名（
定
員

に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

　

申
し
込
み
、詳
細
に
つ
い

て
Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

T
a
p
で
は
初
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
な
ん
と
な
く
す
っ

き
り
し
な
い
、そ
う
感
じ
て
い
る
皆
さ
ん
、軽

快
な
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
ダ
ン
ス
を
し
ま
せ
ん
か
。

音
楽
の
力
と
心
地
よ
い
汗
を
か
く
こ
と
で
心
も

体
も
ウ
キ
ウ
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
す
る
は
ず
！
運
動

レ
ベ
ル
や
対
象
を
分
け
て
、選
べ
る
３
部
構
成

に
し
ま
し
た
。参
加
特
典
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
T
a
p
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
！
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
予
防
対

策
を
行
っ
て
の
開
催
で
す
。皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時（
カ
ッ
コ
内
は
定
員
）

　

10
月
31
日
㈯

　

午
後
1
時
30
分
：
親
子
エ
ア
ロ（
10
組
）

　

午
後
２
時
30
分
：
ら
く
ら
く
エ
ア
ロ（
20
名
）

　

午
後
３
時
30
分
：
す
っ
き
り
エ
ア
ロ（
20
名
）

　

※
い
ず
れ
も
開
始
時
刻
で
、受
付
は
30

分
前
か
ら
、内
容
は
45
分
程
度
で
す
。

■
会
場　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ

■
参
加
費　

一
般
２
，２
０
０
円
。小
学

生
以
下
１
，６
５
０
円
。（
T
a
p
会
員
は

割
引
あ
り
）

■
当
日
は
展
示
・

販
売
ブ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

お申し込み・お問い合わせ・NPO法人Tap（町総合センター）・TEL：765-5776

書
き
つ
け
教
室
開
催
の
ご
案
内

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
’ｅ
ｎ

　
　

み
ん
な
で
エ
ア
ロ
！
参
加
者
募
集

リニューア
ルした

Tシャツを
着て

一緒に心地
よい汗を

かきましょ
う！



戸 籍 の 窓

N
ajom

on Inform
ation

■人口9,299（−14）　男4,486（−５）　女4,813（−９）

■世帯数3,482（±０）　■転入／８　■転出／９　■出生／３　■死亡／ 16　■婚姻／１９月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●秋季企画展「千曲川―信濃川流域の
　縄文文化 -火焔土器前夜の世界-」
　会　期：9月5日㈯～ 11月3日（火・祝）
　日本一を誇る大河「千曲川ー信濃川」

流域には、10,000年以上続く縄文時代

の中でさまざまな文化が醸成されまし

た。約5,000年前の信濃川流域には火焔

土器が展開し、同時期の千曲川流域に

も華美流麗な土器群が存在します。

　本企画展では、火焔土器成立の直前にどのような土器群

が存在していたのか、その様相を探ります。

●津南シンポジウムⅩⅥ
　「火焔土器前夜の様相-五丁歩土器の世界-」
　日　時：10月24日㈯　13：00 ～ 17：00
　参加費：2,000円（資料代）
　約5,000年前に津南町および新潟県を象徴する

〝火焔土器〟が誕生します。今回のシンポジウムでは、

この火焔土器が成立する直前の時期を対象とし、火

焔土器が形成されるプロセスを探ります。

　お申込み先：津南町教育委員会文化財班
　　　　　　  ☎765-2299
　申込み締め切り：10月16日㈮

●苔玉づくり
　日　時：10月17日㈯　10：00 ～ 11：00
　体験料：500円　　対　象：小学1年生～大人
　自然に生えている苔や植物で、可愛い苔玉を

つくりましょう。

●鹿角のアクセサリー
　日　時：10月25日㈰　10：00 ～ 12：00
　体験料：1,000円　　対　象：小学5年生～大人
　鹿角を削って模様を付け、ペンダントをつくります。

道尻手遺跡
初期火焔土器

苔玉づくり

鹿角のアクセサリー

シンポジウムの様子

　

７
月
の
雨
と
は
打
っ
て
変

わ
っ
て
９
月
は
例
年
に
な
い
暑

さ
で
し
た
。天
気
が
心
配
さ
れ
た
津
南
中
学
校
の
体
育

祭
も
無
事
開
催
さ
れ
ま
し
た
。日
焼
け
対
策
を
し
な
い

で
取
材
に
行
っ
た
の
で
、真
っ
赤
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。今
年
は
雨
に
暑
さ
、最
近
で
は
雷
と
天
候
に
悩
ま

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も
取
材
頑
張

り
ま
す
！

	

村
山　

拓
也

滝沢　悠樹さん（谷内）
武都　愛美さん（十日町市）｝
大口　　優さん（十日町市）
大口　真由さん（十日町市）｝

舟波　陽
はる

音
と

（反里口） 俊則さん
 あゆみさん

福原マツノさん	 （94歳・段野団地）

村山スミイさん	 （93歳・十二ノ木）

本山　ヤスさん	 （96歳・反里）

髙橋　正治さん	 （79歳・見玉）

涌井　キクさん	 （91歳・小島）

樋口　長正さん	 （94歳・反里口）

藤ノ木　礼さん	 （91歳・中深見）

髙橋　キクさん	 （96歳・辰ノ口）

須田　カネさん	 （86歳・大割野）

松浦　サダさん	 （93歳・小島）

10 月 【なじょもん☎ 765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

3日㈯ 10:00～12:00 琥珀の勾玉づくり 1,200 10才以上

4日㈰ 13:30～15:30 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

11日㈰ 13:30～15:30 樹皮細工（一輪挿し） 2,000 高学年以上

17日㈯ 10:00～11:00 苔玉づくり 500 低学年以上

18日㈰ 9:00～10:00 身近な薬草 300 低学年以上

25日㈰ 10:00～12:00 鹿角のアクセサリー 1,000 高学年以上

31日㈯ 10:00～11:00 ドングリを拾って遊ぼう 300 低学年以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真

　

中
津
川
第
一
発
電
所
上
空
か
ら
下
流
を

望
む（
2
0
1
3
年
９
月
撮
影
）


